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講演の概要：　	

　mTOR (mechanistic/mammalian target of rapamycin) は進化的に保存されたセリン/スレオニ

ンキナーゼであり、細胞内外からのインスリン・アミノ酸等の栄養素・エネルギー状態などのシグ
ナルを感知しその情報を統合することにより、細胞の代謝や成長・増殖を制御している。mTOR

シグナルの異常な活性化が癌や糖尿病・肥満などの疾患や病態において確認されており、
mTORは癌・糖尿病などの代謝性疾患における主要な標的タンパク質と考えられている。	

　私たちはこれまでに、mTORシグナルが翻訳因子である4E-BPを介してタンパク質合成を制御

し、細胞の成長や増殖を調節していることを明らかにしてきた。新規タンパク質の合成は増殖し
ている細胞において必須であり、細胞内ATPの20～30%を消費していることが知られている。私

たちはmTOR/4E-BPシグナルがタンパク質合成だけでなく、それに必要とされるATPの産生を
担うミトコンドリアや解糖系を制御することによって、細胞内におけるエネルギーバランスを調節
していることを明らかにした。	


　近年はmTORによる転写因子や代謝因子を介した糖・脂質代謝についても多数の報告がなさ
れている。また、mTORの抑制による寿命の延長効果の報告もあり、mTORシグナル伝達系によ

る代謝制御は注目されている。このような結果も併せてmTORシグナル伝達系による代謝制御
機構について概説したい。	
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